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示
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〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

奈
良
県
宇
陀
郡
御

村
大
字

神
末
一
六
三
四
の
一
〇
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
一
六
三
四
の
一
、
一
六
三
四
の
一
二
二
、
一
六

三
四
の
一
四
六
、
一
六
三
四
の
一
四
七

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。大

字
神
末
一
六
三
四
の
一
〇
四
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
奈
良
県
庁
及
び
御

村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
三
号

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日
に
ア
ク
ラ
で
、
円
借
款
の
供

与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
と
の
間

の
平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日
付
け
の
交
換
公
文
に
従
っ

て
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
に
供
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
東

部
回
廊
ポ
ル
タ
川
橋
梁り
よ
う

建
設
計
画
の
実
施
に
係
る
円
貨

に
よ
る
借
款
の
支
出
期
間
が
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
と
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
の
間
の
取
決
め
に
よ
り
令
和

十
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
の
口
上
書
の

交
換
が
、
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

令
和
八
年
十
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
四
号

日
本
国
政
府
は
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
日
に
ワ
シ
ン

ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植

物
の
種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
」の
附
属
書
Ⅰ
に「
バ

ラ
イ
ノ
プ
テ
ラ
・
エ
デ
ニ
」
を
掲
げ
る
改
正
（
昭
和
五
十

八
年
五
月
三
十
一
日
付
け
条
約
事
務
局
通
告
）
に
つ
き
、

同
条
約
第
十
五
条
３
の
規
定
に
基
づ
い
て
留
保
を
付
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
同
条
約
の
命
名
法
上
の
分
類
の
変
更
に
係

る
決
議
（
締
約
国
会
議
決
議
一
二
・
一
一
（R

ev
.

C
o
P
20

））に
よ
り
「
バ
ラ
イ
ノ
プ
テ
ラ
・
エ
デ
ニ
」
か
ら

分
岐
し
た
種
と
し
て
同
条
約
の
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
ら
れ
た

「
バ
ラ
イ
ノ
プ
テ
ラ
・
リ
セ
イ
」
に
つ
い
て
留
保
を
撤
回

す
る
旨
及
び
こ
の
撤
回
は
令
和
八
年
十
月
二
十
日
に
効
力

を
生
ず
る
旨
を
令
和
八
年
九
月
四
日
に
ス
イ
ス
連
邦
政
府

に
通
告
し
た
。

よ
っ
て
、
日
本
国
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
か
ら
同

条
約
の
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
「
バ
ラ
イ
ノ
プ
テ
ラ
・
リ
セ

イ
」
の
取
引
に
つ
い
て
同
条
約
第
三
条
の
規
定
に
拘
束
さ

れ
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
五
号

令
和
八
年
九
月
七
日
に
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
、
シ
ン
ド

州
に
お
け
る
イ
ン
ダ
ス
川
洪
水
防
御
及
び
堤
防
改
善
計
画

の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が

パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

シ
ン
ド
州
に
お
け
る
イ
ン

ダ
ス
川
洪
水
防
御
及
び
堤
防
改
善
計
画
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

二
十
五
億
八
千
五
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
４

署
名
者

日

本

側

赤
松
秀
一
在
パ
キ
ス
タ
ン
大
使

パ
キ
ス
タ
ン
側

ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
メ
イ
ル
・
カ
リ
ー

ム
経
済
省
次
官

令
和
八
年
十
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
円
借
款
の
支
出
期
間
の
延
長
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
と
の
間

の
口
上
書
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
三
〇
三
）

〇
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種

の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
に
係
る
日
本

国
に
よ
る
特
定
の
留
保
の
一
部
撤
回
に
関

す
る
件
（
同
三
〇
四
）

〇
シ
ン
ド
州
に
お
け
る
イ
ン
ダ
ス
川
洪
水
防

御
及
び
堤
防
改
善
計
画
の
た
め
の
贈
与
等

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
パ
キ
ス
タ
ン
・

イ
ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件
（
同
三
〇
五
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
五
三
三
〜
一
五
四
四
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
一
五
四
五
〜
一
五
六
〇
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
国
土
交
通
一
二
〇
〇
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
二
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
九
四
、
九
五
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

東
京
都

福
岡
県

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

中
央
労
働
委
員
会
の
地
方
調
整
委
員
の
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
（
厚
生
労
働
省
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
四
七
）

〔
地
方
自
治
事
項
〕

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、
再
生
、

所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





令和年月日 火曜日 第号官 報
一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
岡
崎
市
雨
山
町
字

ト
ド
ロ
キ
三
八
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）指

定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
岡
崎
市
雨
山
町
字

モ
ミ
沢
三
か
ら
一
一
ま
で
、
一
三
か
ら
一
七
ま
で
、

一
九
か
ら
二
一
ま
で
、
三
三
か
ら
三
八
ま
で
、
毛
呂

町
字
東
田
一
九
、
一
九
の
一
、
一
九
の
二
・
二
〇
か

ら
二
三
ま
で
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
モ
ミ
沢
四
・
七
・
九
・
三
四
・
三
五
・
三

七
・
三
八
・
字
東
田
一
九
・
一
九
の
一
・
二
三

（
以
上
十
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
岡
崎
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
北
設
楽
郡
豊
根
村
坂

宇
場
字
横
平
七
二
の
一
六
の
一
、
七
二
の
一
六
の
二
、

七
二
の
一
七
、
七
二
の
一
七
の
一
、
七
二
の
三
七
、
七

二
の
四
二
、七
二
の
一
〇
八
か
ら
七
二
の
一
一
〇
ま
で
、

七
二
の
二
一
五
、
七
二
の
二
一
八
、三
沢
字
平
附
九（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
〇
の
一
、
一
〇
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

横
平
七
二
の
四
二
・
七
二
の
一
〇
九
（
以
上

二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
豊
根
村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
豊
田
市
御
蔵
町
寺
ノ

下
七
三
、
日
面
町
ノ
タ
ノ
洞
二
一
六
の
一
、
二
一
七
の

一
、
二
一
八
、
二
一
九
、
二
二
〇
の
一
、
三
八
〇
か
ら

三
八
三
ま
で
、
三
八
四
の
一
、
簗
平
町
入
四
六
九
・
外

目
四
七
四
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
小
原
町
上
平
四
四
一
の
二
、八
五
〇
の
一
、

八
五
〇
の
二
、
八
五
一
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
豊
田
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
岡
崎
市
石
原
町
字
東

横
手
二
〇
、一
〇
〇
の
三
八
、字
西
横
手
三
九
・
四
〇
・

四
三
・
四
四
の
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
四
一
の
一
、
四
一
の
二
、
四
一
の

四
か
ら
四
一
の
七
ま
で
、
四
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
岡
崎
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
南
会
津
郡
下
郷
町
字

志
源
行
三
四
三
か
ら
三
四
五
ま
で
、
三
四
六
の
一
、
三

四
七
の
一
、
三
四
八
か
ら
三
五
〇
ま
で
、三
五
一
の
一
、

三
五
二
の
一
、
三
五
九
、
大
字
新
開
字
森
木
沢
甲
三
一

四
の
一
、
甲
三
一
九
か
ら
甲
三
二
四
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

志
源
行
三
四
三
か
ら
三
四
五
ま
で
、
三
四
六

の
一
、
三
四
七
の
一
、
三
四
八
、
字
森
木
沢
甲
三

二
〇
、
甲
三
二
三

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
下
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
仙
北
市
角
館
町
中
菅

沢
八
九
の
一
六
、
八
九
の
一
九
、
八
九
の
二
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
秋

田
県
庁
及
び
仙
北
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）


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二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
岡
県
庁
及
び
嘉
麻
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

登
り
六
の
一
・
七
・
九
・
一
〇
の
一
（
以
上

四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
設
楽
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
朝
倉
市
杷
木
松
末
字

石
原
迫
三
七
三
六

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

石
原
迫
三
七
三
六
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
岡
県
庁
及
び
朝
倉
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
嘉
麻
市
大
力
字
ア
マ

カ
セ
一
五
〇
四
の
四
、
字
ニ
シ
ノ
一
九
七
八
の
三
、
字

ア
サ
ク
ラ
二
一
三
七
の
一
、
二
一
三
七
の
一
一
、
二
一

三
七
の
一
六
、
二
一
三
七
の
一
九
か
ら
二
一
三
七
の
二

一
ま
で
、
字
ス
ズ
レ
二
一
九
九
の
一
、二
一
九
九
の
四
、

二
一
九
九
の
六
、
二
一
九
九
の
七
、
二
一
九
九
の
九
か

ら
二
一
九
九
の
一
二
ま
で
、
二
一
九
九
の
一
四
か
ら
二

一
九
九
の
一
六
ま
で

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

岡
県
庁
及
び
嘉
麻
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
嘉
麻
市
大
力
字
ニ
シ

ノ
一
九
八
四
の
二
・
一
九
九
五
の
三
（
以
上
二
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
九
二
九
、
一

九
五
二
の
一
、
一
九
五
五
、
一
九
九
五
の
一
、
一
九
九

五
の
七
、
一
九
九
八
の
三
、
一
九
九
八
の
四
、
二
〇
〇

九
の
五
、
二
〇
〇
九
の
七
、
字
ア
マ
カ
セ
一
五
〇
三
の

一
、
字
ウ
ラ
ダ
一
五
一
四
の
四
、
一
五
一
四
の
一
七
か

ら
一
五
一
四
の
一
九
ま
で
、
一
五
一
四
の
二
一
、
字
高

ヤ
ケ
ウ
ラ
一
六
二
五
の
一
、
一
六
二
五
の
九
、
字
大

保
一
六
九
九
の
八
、
字
ヲ
リ
ト
一
七
六
三
の
一
、
一
七

六
三
の
五
、
一
七
六
三
の
六
、
字
フ
ツ
カ
ハ
ラ
一
八
一

二
の
一
二
、
一
八
一
二
の
一
六
、
一
八
一
二
の
一
八
、

一
八
一
二
の
一
九
、
一
八
一
二
の
二
一
、
一
八
四
三
の

四
、
一
八
四
三
の
八
、
一
八
四
三
の
一
一
、
一
八
四
三

の
一
五
か
ら
一
八
四
三
の
一
九
ま
で
、一
八
五
五
の
一
、

一
八
五
五
の
三
か
ら
一
八
五
五
の
六
ま
で
、
字
イ
フ
子

二
〇
五
八
の
一
、
二
〇
五
八
の
二

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

富
山
県
南
砺
市
利
賀
村
上
畠

字
川
東
下
一
一
三
、
一
一
三
の
三
、
一
七
一
の
二
、
高

草
嶺
字
八
束
二
〇
の
三
、
東
中
江
字
午
越
一
二
、
一
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
富

山
県
庁
及
び
南
砺
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
田

内
字
鶴
渕
一
の
四
、
一
の
六
、
一
の
二
〇
、一
の
二
一
、

一
の
二
七
、
三
の
一
、
三
の
二
、
三
の
一
二
、
三
の
一

三
、
三
の
一
七
、
三
の
二
一
、
三
の
二
二
、三
の
四
二
、

三
の
四
三
、
三
の
四
五
、
三
の
五
〇
、
三
の
五
三
、
三

の
五
五
、
三
の
五
六
、
字
上
梨

蔵
四
の
一
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
峯
田
三
、
二
八
、
字
岩
下

三
の
五
、
字
戸
木
谷
瀬
二
の
二
、
二
の
一
〇
、
二
の
一

二
、
二
の
二
一
、
二
の
二
四
、
二
の
二
八
、
字
平
野
一

六
、
一
七
の
一
八
、
一
七
の
二
四
、
一
七
の
二
五
、
二

二
の
一
一
、
二
二
の
一
二
、
字
沢
尻
四
、
字
弁
才
天
一

四
、
一
六
、
清
崎
字
鞍
掛
一
の
一
七
の
一
、
津
具
字
北

大
島
三
九
の
一
、
字
中
下
留
三
四
の
一
、
東
納
庫
字
登

り
六
の
一
、
七
か
ら
九
ま
で
、
一
〇
の
一
、一
〇
の
二
、

字
堂
ケ
平
一
〇
の
一

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
豊
田
市

田

町
広

手
六
一
四
の
二
〇
七
、六
一
四
の
二
〇
八
、

六
一
四
の
二
一
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
四
国
中

央
市
新
宮
町
馬
立
五
四
六
三
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
愛
媛
県
庁
及

び
四
国
中
央
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
四
国
中

央
市
新
宮
町
馬
立
五
四
六
三
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
愛
媛
県
庁
及

び
四
国
中
央
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
朝
倉
市

佐
田
字
椿
原
一
六
三
〇
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
高
山
市

高
根
町
日
和
田
字
幕
岩
下
一
七
三
九
の
七
（
国
有
林
。

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
庁
及

び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
鳥
取
市

（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
鳥
取
県
庁
及

び
鳥
取
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

宮
城
県
大
崎
市

鳴
子
温
泉
字
蓬
田
二
三
二
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
及

び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

宮
城
県
登
米
市

登
米
町
大
字
日
根
牛
字
中
山
三
一
一
の
三
九
・
三
一
一

の
六
〇
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
及

び
登
米
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
鹿
沼
市

入
粟
野
字
横
根
一
五
〇
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
栃
木
県
庁
及

び
鹿
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
鹿
沼
市

入
粟
野
字
横
根
一
五
一
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
栃
木
県
庁
及

び
鹿
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
静
岡
市

葵
区
赤
沢
字
日
掛
山
一
四
の
一
・
一
四
の
二
・
一
五
の

一
・
葵
区
昼
居
渡
字
サ
ク
ジ
二
〇
七
の
一
・
二
〇
七
の

二
・
字
八
幡
上
二
一
五
の
一
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
静
岡
県
庁
及

び
静
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
城
陽
市

中

原
六
八
の
一
八
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

水
道
事
業
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
周
智
郡

森
町
三
倉
字
西
山
四
〇
五
五
の
三
、
四
〇
五
六
の
四
か

ら
四
〇
五
六
の
七
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

埼
玉
県
秩
父
市

大
滝
字
大
達
原
カ
マ
ヌ
ケ
五
二
一
八
の
一
八（
国
有
林
。

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
埼
玉
県
庁
及

び
秩
父
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
五
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
島
田
市

川
根
町
家
山
字
松
下
三
二
六
五
の
一
二
、
三
二
六
五
の

一
四
、
三
二
六
五
の
一
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅





点
北
緯

東
経

１
36
33
422976

139
14
593998

２
36
33
428560

139
14
573519

３
36
33
426295

139
14
558884

４
36
33
432612

139
14
545260

５
36
33
439548

139
14
534433

６
36
33
454849

139
14
516529

７
36
33
460707

139
14
508433

８
36
33
468995

139
14
503563

９
36
33
476097

139
14
495177

10
36
33
464928

139
14
484428

11
36
33
472714

139
14
464826

12
36
33
485936

139
14
450427

13
36
33
487125

139
14
456522

14
36
33
471764

139
14
488520

15
36
33
439962

139
14
534823

16
36
33
460607

139
14
556934

17
36
33
463164

139
14
557868

18
36
33
462912

139
14
558090

19
36
33
462070

139
14
563321

20
36
33
462200

139
14
564439

21
36
33
462335

139
14
566598

22
36
33
461488

139
14
568643

23
36
33
462007

139
14
571778

24
36
33
459413

139
14
584993

25
36
33
454440

139
14
595351

26
36
33
440087

139
15
001224

国
会
事
項

令和年月日 火曜日 第号官 報
一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

楡
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

群
馬
県
桐
生
市
黒
保
根
町
下
田
沢
の
区
域
内
の
土
地

の
う
ち
、次
の
一
点
か
ら
八
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、

八
点
と
九
点
を
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二

百
九
十
七
号
で
指
定
し
た
同
号
一
に
掲
げ
る
土
地
の
境

界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
九
点
か
ら
十
二
点
ま
で
を

順
次
結
ん
だ
線
、
十
二
点
と
十
三
点
を
昭
和
四
十
七
年

建
設
省
告
示
第
千
八
百
八
十
号
で
指
定
し
た
同
号
三
に

掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
十
三
点

と
十
四
点
を
昭
和
四
十
年
建
設
省
告
示
第
二
千
五
百
六

十
号
で
指
定
し
た
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ

線
、
十
四
点
と
十
五
点
を
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告

示
第
千
二
百
九
十
七
号
で
指
定
し
た
同
号
一
に
掲
げ
る

土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
十
五
点
と
十
六

点
を
昭
和
四
十
年
建
設
省
告
示
第
二
千
五
百
六
十
号
で

指
定
し
た
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
十
六

点
と
十
七
点
を
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二

百
九
十
七
号
で
指
定
し
た
同
号
一
に
掲
げ
る
土
地
の
境

界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
十
七
点
か
ら
二
十
六
点
ま

で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
一
点
と
二
十
六
点
を
結
ん
だ

線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
六
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
島
田
市

川
根
町
笹
間
上
字
不
動
沢
五
七
一
の
八
、
五
七
一
の
一

一
、
五
七
二
の
六
、
五
七
二
の
一
一
、
五
七
二
の
一
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
と

と
も
に
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土

地
に
お
い
て
、
令
和
九
年
度
か
ら
砂
防
設
備
工
事
を
施
行

す
る
の
で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三

百
八
十
二
号
）
第
一
条
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

五
十
一
号

鉾
田
市
子
生
字
薬
師
前
三
一
七
番
一
か
ら
同
市
子
生
字
薬
師
後
三

〇
九
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）
関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常

陸
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
六
日

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

鳥
栖
市
酒
井
西
町
字
溝
狭
間
八
八
四
番
二
か
ら
同
市
酒
井
西

町
字
溝
狭
間
八
八
八
番
一
ま
で

前後

四
四
・
六
二
〜
四
六
・
八
一

四
四
・
〇
九
〜
四
六
・
五
一

〇
・
〇
二
三

〇
・
〇
二
三

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
佐
賀
国
道
事
務
所

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
六
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

三

号

鳥
栖
市
酒
井
西
町
字
溝
狭
間
八
八
四
番
二
か
ら
同
市
酒
井
西
町
字

溝
狭
間
八
九
〇
番
一
ま
で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
佐

賀
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
六
日

開
会
式

第
二
百
二
十
二
回
国
会
の
開
会
式
は
、
十
月
五
日

天
皇
陛
下
の
御
臨
席
の
も
と
に
参
議
院
議
場
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。

衆
議
院
議
長
は
、
次
の
式
辞
を
述
べ
た
。

天
皇
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
第
二
百
二
十
二
回
国
会

の
開
会
式
を
行
う
に
当
た
り
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
を
代

表
し
て
、
式
辞
を
申
し
述
べ
ま
す
。

今
日
、
我
が
国
を
め
ぐ
る
内
外
の
諸
情
勢
は
依
然
と
し

て
厳
し
く
、
早
急
に
対
処
す
べ
き
幾
多
の
重
要
課
題
が
あ

り
ま
す
。

我
々
は
、
こ
の
現
状
を
深
く
認
識
し
、
内
政
、
外
交
の

各
般
に
わ
た
り
、
速
や
か
に
適
切
な
施
策
を
講
じ
て
、
国

民
生
活
の
安
定
向
上
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
世
界

の
平
和
と
繁
栄
の
実
現
に
一
層
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
、
開
会
式
に
当
た
り
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
重

大
な
使
命
に
鑑
み
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
を
体
し
、
各
々

最
善
を
尽
く
し
て
そ
の
任
務
を
遂
行
し
、
も
っ
て
国
民
の

信
託
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
天
皇
陛
下
か
ら
次
の

お
こ
と
ば
を
賜
っ
た
。

本
日
、
第
二
百
二
十
二
回
国
会
の
開
会
式
に
臨
み
、
全

国
民
を
代
表
す
る
皆
さ
ん
と
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
、
私

の
深
く
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
国
会
が
、
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
、
当
面

す
る
内
外
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
使
命

を
十
分
に
果
た
し
、
国
民
の
信
託
に
応
え
る
こ
と
を
切
に

希
望
し
ま
す
。





人 事 異 動

皇 室 事 項

官 庁 報 告

区 域 委 員 区 分 氏 名

東 日 本 使用者代表 橋本 真市

西 日 本 使用者代表 成松 郁廣

宮田 雅章

令和８年 10 月６日
厚生労働大臣 上野賢一郎

記
〇日本区域の使用者を代表する地方調整委員

氏 名 年齢 現 職 略歴 備 考

地 方 自 治 事 項

公 告

令
和

年


月

日
火
曜
日

第




号

官
報

衆 議 院

議 事 日 程

十 月 五 日 の 議 事 日 程 は 次 の と お り 。

議 事 日 程 第 一 号

令 和 八 年 十 月 五 日 （ 月 曜 日 ）

正 午 開 議

第 一 議 席 の 指 定

第 二 会 期 の 件

第 三 常 任 委 員 長 の 選 挙

一 国 務 大 臣 の 演 説

参 議 院

議 事 日 程

十 月 五 日 の 議 事 日 程 は 次 の と お り 。

議 事 日 程 第 一 号

令 和 八 年 十 月 五 日 （ 月 曜 日 ）

午 前 十 時 開 議

第 一 議 席 の 指 定

第 二 常 任 委 員 長 の 選 挙

第 三 情 報 監 視 審 査 会 委 員 の 選 任

第 四 会 期 の 件

第 五 国 務 大 臣 の 演 説 に 関 す る 件

法 務 省

（ 東 京 地 方 検 察 庁 検 事 ） 検 事 末 沢 岳 志

東 京 高 等 検 察 庁 検 事 に 配 置 換 す る （ 九 月 二 十 五 日 ）

東 京 都

〇 公 安 委 員 会 委 員 再 任

伊 藤 秀 樹 委 員 及 び 関 根 信 夫 委 員 は 、 七 月 二 十 四

日 再 任 さ れ た 。

〇 人 事 委 員 会 委 員 選 任

山 﨑 恒 委 員 は 、 八 月 二 十 九 日 任 期 満 了 し 、 八 月

三 十 日 次 の 者 が 選 任 さ れ た 。

人 事 委 員 会 委 員 三 村 晶 子

福 岡 県

〇 副 議 長 選 挙

中 尾 正 幸 副 議 長 は 、 七 月 二 十 四 日 辞 職 し 、 欠 員

で あ っ た と こ ろ 、 八 月 十 七 日 次 の 者 が 選 挙 さ れ た 。

副 議 長 板 橋 聡

〇 議 長 選 挙

藏 内 勇 夫 議 長 は 、 八 月 二 十 五 日 辞 職 し 、 欠 員 で

あ っ た と こ ろ 、 九 月 九 日 次 の 者 が 選 挙 さ れ た 。

議 長 大 島 道 人

御 祝 電
天 皇 陛 下 は 、 ド イ ツ の 統 一 記 念 日 に つ き 、 十 月

二 日 同 国 大 統 領 閣 下 へ 御 祝 電 を 発 せ ら れ た 。

天 皇 陛 下 は 、 大 韓 民 国 の 建 国 記 念 日 に つ き 、 十

月 二 日 同 国 大 統 領 閣 下 へ 御 祝 電 を 発 せ ら れ た 。

天 皇 陛 下 は 、 イ ラ ク の 国 祭 日 に つ き 、 十 月 二 日

同 国 大 統 領 閣 下 へ 御 祝 電 を 発 せ ら れ た 。

労 働
中央労働委員会の地方調整委員の候補者の推薦に
ついて
次表に掲げる中央労働委員会の地方調整委員に
ついて、令和９年１月20日をもって任期が満了す
るため、労働組合法施行令（昭和24年政令第231
号）第23条の２第４項の規定により準用する同令
第20条第１項の規定により、使用者団体又は行政
執行法人（労働組合法（昭和24年法律第174号）
第19条の３第２項に規定する行政執行法人をい
う。記１において同じ。）は、下記により、使用者
を代表する地方調整委員の候補者を推薦された
い。

記
１ 推薦者資格 上記の候補者を推薦する資格を
有する者は、行政執行法人又は２以上の都道府
県にわたって組織を有する使用者団体であるこ
と。
２ 被推薦者資格 国家公務員法（昭和22年法律
第120号）第38条に規定する欠格条項に該当し
ない者であること。
３ 推薦手続 推薦に当たっては、別記様式によ
る推薦書に被推薦者の履歴書及び地方調整委員
に就任することについての内諾書を添付するこ
と。
４ 推薦書類の提出期限 令和８年11月10日
５ 推薦書類の提出先 厚生労働省労働基準局労
働関係法課 （〒1008916 東京都千代田区
霞が関１２２中央合同庁舎第５号館）
別記様式

令和 年 月 日
厚生労働大臣 殿
使用者団体又は行政執行法人名

（代表者職氏名）
中央労働委員会の使用者を代表する地方調
整委員の候補者の推薦について

労働組合法施行令（昭和24年政令第231号）第
23条の２第４項の規定により準用する同令第20条
第１項の規定による中央労働委員会の地方調整委
員の候補者の推薦の求めに応じ、使用者を代表す
る地方調整委員の候補者として下記の者を推薦し
ます。

香 川 県

選 挙
八 月 三 十 日 知 事 の 選 挙 を 行 っ た 結 果 、 次 の 者 が

当 選 し た 。

池 田 豊 人 （ 無 所 属 ）（ 男 ）

諸 事 項

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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公 示 催 告

失踪に関する届出の催告
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除 権 決 定

破産手続開始
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破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間
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破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間
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破産債権の届出期間及び一般
調査期日

破産手続終結
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破産管財人変更

書面による計算報告

免責許可申立てに関する意見
申述期間

特別清算開始
令和８年（ヒ）第１５号
兵庫県姫路市東延末五丁目６３番地
清算株式会社 木村水産株式会社
代表清算人 山﨑 省吾
１ 決定年月日 令和８年９月１６日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

神戸地方裁判所姫路支部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第２００８号
東京都千代田区麹町４丁目３番29号 ＶＯＲＴ
紀尾井坂６階
清算株式会社 ＵＫ管財株式会社
１ 決定年月日 令和８年９月15日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部

令和８年（ヒ）第４号
栃木県宇都宮市二番町２番７号
清算株式会社 アサヒタクシー株式会社
１ 決定年月日 令和８年９月15日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

宇都宮地方裁判所第1民事部
令和８年（ヒ）第５号
栃木県宇都宮市平出工業団地４４番４１
清算株式会社 株式会社アサヒオートサービス
１ 決定年月日 令和８年９月15日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

宇都宮地方裁判所第1民事部
令和７年（ヒ）第２１０７号
東京都江東区有明三丁目７番26号
清算株式会社 株式会社ピットアース
１ 決定年月日 令和８年９月17日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算協定認可
令和７年（ヒ）第１０１５号
愛知県長久手市武蔵塚６３０番地
清算株式会社 株式会社ＷＩＳＥ
代表清算人 鈴木康彰
１ 決定年月日 令和８年９月１６日
２ 主文 次の協定を認可する。
協定
１ 本協定において、協定債権のうち基準日令和
7年12月5日までに発生した債権を「一般債権」、
同月6日以降に発生した利息及び遅延損害金債
権を「基準日後利息等」という。
２ 清算株式会社は、協定債権者鈴木康彰を除く
各協定債権者（以下「本件各協定債権者」とい
う。）に対し、本協定の認可の決定が確定した
日から1ヵ月以内に、資産換価代金から清算結
了までに発生した又は発生することが見込まれ
る一般の先取特権その他一般の優先権がある債
権、特別清算の手続のために清算株式会社に対
して生じた債権及び特別清算の手続に関する清
算株式会社に対する費用請求権の合計額を控除
した残額を弁済原資として、一般債権額の
5.4462119350％の金員を弁済する。ただし、一
般債権に弁済率を乗じて生じる1円未満の端数
は、いったん切り捨て、弁済原資に達するまで
端数が大きい順に1円未満を切り上げる。
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３ 協定に基づく弁済は、本件各協定債権者が指
定する金融機関の口座に振り込む方法により支
払う。振込手数料は、清算株式会社が負担する。
４ 本件各協定債権者は、前項の規定による弁済
を受けたときは、清算株式会社に対し、一般債
権額から弁済額を控除した残額及び基準日後利
息等の全額につき、その債務を免除する。
５ 協定債権者鈴木康彰は、本協定の認可の決定
が確定したときに、清算株式会社に対する協定
債権の全額につき、その債務を免除する。
６ 第2項の弁済後、清算株式会社に新たに財産
が発見されたときは、清算株式会社は、これを
速やかに換価し、本件各協定債権者に対し、換
価代金から必要な費用を控除した残額を各一般
債権額の割合に応じて弁済する。この場合にお
いては、本件各協定債権者が第4項の規定によ
り行った残債務の免除は、新たにされた弁済の
限度で効力を失う。

以上
名古屋地方裁判所民事第２部

令和８年（ヒ）第２０２４号
東京都港区赤坂９丁目７番２号東京ミッドタウ
ンレジデンシィズ
清算株式会社 株式会社ウォーターマーク
代表清算人 山下 春幸
１ 決定年月日 令和８年９月17日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社は、協定債権者に対し、本協定
の認可の決定が確定した日から１か月以内に、
協定債権の元本額の0.394％の金員を弁済する。
２ 協定債権者は、前項の金員の弁済を受けたと
きは、清算株式会社に対し、協定債権の総額か
ら弁済額を控除した残額につき、その債務を免
除する。
３ 第１項の弁済後、清算株式会社に新たな財産
が発見されたときは、清算株式会社は、これを
速やかに換価し、各協定債権者に対し、換価代
金から必要な費用を控除した残額を協定債権額
の割合に応じて弁済する。この場合においては、
協定債権者が前項の規定により行った残債務の
免除は、新たにされた弁済の限度で効力を失う
ものとする。

東京地方裁判所民事第２０部

令和８年（ヒ）第１０１３号
名古屋市熱田区中出町１丁目８７番地
清算株式会社 株式会社日中物産
代表清算人 西川裕之
１ 決定年月日 令和８年９月１１日
２ 主文 次の協定を認可する。
協定
第一 協定債権
１ 協定債権の定義
協定債権とは、第二記載の一般債権及び第三記載
の関係人債権をいう。
第二 一般債権
１ 一般債権の定義
一般債権とは、次に記載の債権並びに同債権の利
息及び遅延損害金をいう。

記
・愛知県信用保証協会 元本債権額

31,828,764円
・名古屋市信用保証協会 元本債権額

39,898,296円
・株式会社日本政策金融公庫 元本債権額

10,410,574円
２ 一般債権の弁済及び免除
 清算株式会社は、本協定認可決定確定後、1ヶ
月以内に、前項の一般債権者に対して、次の金額
を弁済する。

記
・愛知県信用保証協会 6,592,810円
・名古屋市信用保証協会 8,264,282円
・株式会社日本政策金融公庫 2,156,380円
 本協定に基づく弁済は、本特別清算手続にお
ける清算人代理事務所（大阪市中央区北浜四丁目
7番28号住友ビルディング2号館5階）において行
う。但し、一般債権者が金融機関の口座への振込
を指定した場合は、当該口座へ振込により弁済す
る。振込手数料は、清算株式会社の負担とする。
 一般債権者は、前項の金員の弁済を受けたと
きは、清算株式会社に対し、一般債権から弁済額
を控除した残額を免除する。
第三 関係人債権
１ 関係人債権の定義
関係人債権とは、西川美惠子に対する債権（元本
債権額1,500,000円）並びに同債権の利息及び遅
延損害金をいう。

２ 関係人債権の免除
関係人債権者は、本協定認可決定確定時に、清算
株式会社に対し、関係人債権の全額を免除する。
第四 追加弁済
１ 一般債権者への追加弁済
 第二2の弁済後、清算株式会社に新たな財
産が発見されたときは、清算株式会社は、これを
速やかに換価し、各一般債権者に対し、必要な費
用を控除した残額を、第二1記載の元本債権額の
割合に応じて弁済する。この場合、第二2の規
定により行った一般債権の免除は、新たにされた
弁済の限度で効力を失うものとする。
 前号の弁済において生じる弁済額の1円未満
の端数は切り捨てる。
２ 関係人債権者への追加弁済
 清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
においても、関係人債権者には、追加の弁済は行
わない。

以上
名古屋地方裁判所民事第２部

令和８年（ヒ）第３０１９号
大阪市福島区福島５丁目13番18号
清算株式会社株式会社ニーズコーポレーション
代表清算人 濵﨑 哲雄
１ 決定年月日 令和８年９月17日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 各協定債権者は、清算株式会社に対し、各
協定債権の総額につき、その債務を免除する。
２ 清算株式会社に新たな財産が発見されたと
きは、清算株式会社は、これを速やかに換価
し、各協定債権者に対し、換価代金から必要
な費用を控除した残額を各協定債権の割合に
応じて弁済する。この場合においては、各協
定債権者が前項の規定により行った免除は、
新たにされた弁済の限度で効力を失うものと
する。

大阪地方裁判所第６民事部

更生計画案提出期間の伸長

令和８年（ミ）第３号
広島市東区上温品四丁目３３番３０－６０９号
更生会社 株式会社ウェブ・エージェンシー

主文 管財人が更生計画案を提出すべき期間の終
期を令和８年１０月２０日と、更生会社、届出
をした更生債権者等又は株主が更生計画案を提
出することができる期間の終期を令和８年１０
月１３日と、それぞれ変更する。
令和８年９月１６日

東京地方裁判所民事第２０部

小規模個人再生による再生手
続開始
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小規模個人再生による書面決
議に付する決定
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給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告
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告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
墨
田
区
墨
田
五
丁
目
三
二
番
八
号

（
甲
）
Ｔ

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

杉
崎

健
史

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
一
五
番
七
号
Ｍ
Ａ
Ｃ

銀
座
ビ
ル
三
階

（
乙
）
Ｊ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

杉
崎

健
史

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
一
丁
目
二
〇
番
一
四

二

〇
四
号

S
ca

rr's
P
izza 合

同
会
社

代
表
社
員

キ
ム
・
ポ
ー
ル

組
織
変
更
公
告

当
社
は
株
式
会
社
に
組
織
変
更
し
ま
す
。
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
六
日

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
北
幸
二
丁
目
一
〇
番
四
八

号
む
つ
み
ビ
ル
三
階

Ｔ
ａ
ｆ
ｆ
ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

末
永

陽
士

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
六
日

長
野
県
茅
野
市
城
山
一

四

合
同
会
社
Ｃ
ｏ
ｍ

ｔ
ａ
ｃ
ｔ

代
表
社
員

小
坂

信
家

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
六
日

奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
十
六
面
三
三
五

一

合
同
会
社
天
翔

代
表
社
員

竹
村

和
也

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
七
日
で
あ
り
組
織
変

更
後
の
商
号
は
奈
良
流
通
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
組
合
の
直
近
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

は
当
組
合
の
事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

奈
良
県
大
和
郡
山
市
横
田
町
七
八
番
地
の
一

奈
良
流
通
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

林

武
美

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月

二
十
九
日
ま
で
の
日
を
払
込
期
日
又
は
払
込
期
間
と
す
る

株
式
の
発
行
に
よ
り
増
加
す
る
資
本
金
の
額
と
同
額
分
を

減
少
し
、
ま
た
、
当
社
が
発
行
し
て
い
る
新
株
予
約
権
の

令
和
八
年
七
月
三
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月
二
十
九
日
ま

で
の
間
の
行
使
に
伴
う
新
株
発
行
に
よ
り
増
加
す
る
資
本

金
の
額
と
同
額
分
を
合
わ
せ
て
減
少
い
た
し
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

北
陸
中
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

石
川

二
十
一
頁

富
山

十
九
頁

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
江
東
区
辰
巳
三
丁
目
八
番
五
号

株
式
会
社
Ｍ
ｕ
ｊ
ｉ
ｎ

代
表
取
締
役

滝
野

一
征

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
会
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
し
、
八
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
六
日

長
野
県
諏
訪
市
小
和
田
南
一
番
五
号

有
限
会
社
ヤ
ジ
マ
設
備
工
業

代
表
取
締
役

矢
島

信
一

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
九
百
万
円
減
少
し
三
千

万
円
と
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
額
の
全
部
を
資
本
準
備

金
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
六
日

福
岡
市
博
多
区
寿
町
三
丁
目
四
番
八
号

有
限
会
社
萃
豊
閣

代
表
取
締
役

吉
田

雅
信

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
千
五
百
八
十
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

一
六
八
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
一
丁
目
一
番
八
号

株
式
会
社
マ
ル
チ
ブ
ッ
ク

代
表
取
締
役

渡
部

学
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正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

一
一
四

改
正
後
欄
一
九
第
一
号

第
二
号

令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
十
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
二
十
日

掲
載
頁

一
五
七
頁
（
号
外
第
三
十
六
号
）

令
和
八
年
十
月
六
日

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
北
筑
一
丁
目
一
一
番

一
六
号

株
式
会
社
Ｆ

ｗ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ

代
表
取
締
役

石
松

彩
乃

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
五
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
七
千
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お

最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
三
十
日

掲
載
頁

一
一
二
頁
（
号
外
第
二
一
六
号
）

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
二
丁
目
一
二
番
一

〇
号
Ｈ
１
Ｏ
日
本
橋
茅
場
町
五
階
五
一
五
室

バ
ン
ク
ウ
ェ
ア
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

李

祚

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

群
馬
県
高
崎
市
福
島
町
七
一
六
番
地
一

高
崎
事
務
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鉃

洋
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

群
馬
県
伊
勢
崎
市
長
沼
町
二
四
三
番
地

株
式
会
社
Ｔ
Ｊ
Ｒ

代
表
取
締
役

鉃

洋
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
江
東
区
亀
戸
三
丁
目
三
八
番
一
四
号

株
式
会
社
鐘
富
製
作
所

代
表
取
締
役

吉
田

陽
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

静
岡
市
駿
河
区
丸
子
六
七
四
六
番
地

株
式
会
社
近
藤
リ
ー
ス

代
表
取
締
役

金
澤

淳

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

愛
知
県
小
牧
市
大
字
横
内
字
割
子
二
二
四
番
地
の
一

株
式
会
社
不
二
商
会

代
表
取
締
役

大
畑

友
宏

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
開
催
予
定
の
臨
時

株
主
総
会
に
お
い
て
承
認
可
決
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
、
同
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃

止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
一
番
地

株
式
会
社
ミ
カ
サ

代
表
取
締
役

飯
塚

英
和

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
上
寺
四
五
番
地

三
栄
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

薮

隆
司

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
山
本
忠

男
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

令
和
八
年
十
月
六
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
ワ
イ
マ

ヌ
ス
ト
リ
ー
ト
一
二
三
二
番
ス
イ
ー
ト
Ａ

二

エ
ム
ズ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

日
本
に
お
け
る
代
表
者

山
本

忠
男

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
六
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp

s://w
w

w
.k

a
ik

ei -h
o
m

e.co
m

/a
x
ess/0037/

in
d
ex

.h
tm

l

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ

Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

安
藤

康
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
百
四
十
八
億
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

h
ttp

s://w
w

w
.h

o
rw

a
th

sa
k
u
ra

.co
m

/p
ro

g
ra

m
/

o
p
en

̲p
d
f̲item

.p
h
p
?u

rl̲id
=
96128293

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
一
一
番
地

さ
く
ら
綜
合
事
務
所
内

サ
ン
ラ
イ
ズ
京
阪
奈
特
定
目
的
会
社

取
締
役

坂
口

大
祐

訂
正
公
告

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
（
号
外
第
二
一
三
号
）
掲
載

の
解
散
公
告
中
、
住
所
「
茨
城
県
土
浦
市
港
町
三
丁
目
三

〇
番
九

三
〇
二
号
」
と
あ
る
は
、「
茨
城
県
笠
間
市
東
平

二
丁
目
一
四
番
三
二
号
エ
ス
ト
レ
ー
ジ
ャ
二
〇
二
」
の
誤

り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

茨
城
県
笠
間
市
東
平
二
丁
目
一
四
番
三
二
号
エ
ス

ト
レ
ー
ジ
ャ
二
〇
二

合
同
会
社
坂
下
管
理

代
表
清
算
人

坂
下

司

取
消
公
告

令
和
八
年
九
月
十
八
日
（
号
外
第
二
一
〇
号
）
掲
載
の

金
沢
地
方
裁
判
所
に
係
る
令
和
八
年
（
フ
）
第
二
五
二
号

破
産
手
続
開
始
・
破
産
手
続
廃
止
及
び
免
責
許
可
申
立
て

に
関
す
る
意
見
申
述
期
間
は
取
消
し
ま
す
。

取
消
公
告

令
和
八
年
九
月
十
四
日
掲
載
の
当
社
の
優
先
資
本
金
の

額
の
減
少
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
一
一
番
地

さ
く
ら
綜
合
事
務
所
内

サ
ン
ラ
イ
ズ
京
阪
奈
特
定
目
的
会
社

取
締
役

坂
口

大
祐

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
（
号
外
第
百
七
十
二
号
）
公

布
国
土
交
通
省
令
第
七
十
号
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
長
期
優
良
住

宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
）
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